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ツ ベ ル ク リ ン 反 鹿 の 歯 型 ､ 菌 株 特 異 性 に

関す る小実験

山 田 修

給 滋 研 究 に ･掲 載 予 定

)
ツベルク1)ン (以下 ｢ツ｣と略す)反藤の強弓易は､諸桂の僚件に影響されるものであるが､ 歯型叉

2)
は菌株による特異性の有無については､未だ意見の一致を見ないO即ち､E･Urbach払島型 ｢ツ｣に於

5)13)14)15)
て､叉富宝遥'BCGrツ｣に於て型特異性を認めてゐる棟であるが､ 渡辺等は之を否定するものの如 く

である.併 し乍ら､特異性の有無を検討する鳥には､各種菌型菌株の菌に感染せしめた動物について､
メ

各種菌型､菌株の'rッ｣に対する反騰を交叉的に英雄して 吟味するのもー方法ではないかと考-て､

‡衆の如 く実験した｡

1 突放材料並に方法

(1) 供試菌 人型結核菌 :フランクフル ト(以下Eと略す)､小谷､青山B､上元の4株. 年型結

核菌 :牛一号､RM､B15の3株o他にBCGo¢)
(2) 供試 ｢ツ｣ 型の如 く旧 ｢ツ｣の製法に準 じて､上記 8菌株のグ l)セ1)ンブイヨン ｢ツ｣と

ソーty､｢ツ｣を作 り, 皮内反膝 (後述)の発赤の甫径が 10mm 前後となる棟に稀釈しだものを用

ひたo
7)

(3) 試獣 モ ルモツtを用ひ､上坂､友田の培地に等-3週間培養 した前述各株結核菌0.5mgを:､

1菌株につき6匹 (両種 ｢ツ｣の各群につき3甚宛)､その右側側腹皮下に注射して感染せしめ､3週間後

に,､背部と腹部の両側各2ヶ所に ｢ツ｣0･1ccを皮内注射したo 即ち1菌株感染モルモツ1-1世に対 し､

8菌株の ｢ツ｣を3例宛注射したことにな考｡ 侍各株 ｢ツ｣一は夫々注射部位を一定して､部位による反

膝の誤差を避けたOl

(4) rツ｣反騰検査 24時聞及び48時間後の全身反膝の有無､局所反願の強肩易､性質及びそれら

の時間的関係を観察したが､主として発赤の程度を以って特異的反廠判定の拠 りど羊ろとした0

2 乗助成捷

両種 ｢ツ｣の何れを用払た場合も､結果は略同様であった｡ 従って､こ1にはグ 1)セ1)ンブイヨン

｢ツ｣の場合について述べることにする｡
･ 6)8)

最初に予備実験として､F株､BCG及び牛一号株 ｢ツ｣の力債を､F株及びBCG感染モルモツll各

5世につV?て測定したが､各株 ｢ツ｣の力贋は､7両株何れのモルモットを用いても略々同様であった｡

従って､その他の ｢ツ｣のカ償測定はF株感染モルモットのみ喧ついて行った. 即ち､ ｢ツ｣原液の

100､500､1000､2000及び4000倍稀釈液で皮内反魔を行払､48時間後の発赤常径が 10mm又はそれに

最 も近い濃度を求めた所､ECG｢ツ｣は:100倍､他はすべて2000倍液がそれに該当することを知ったo

依って前述の方法の如 く､8株の感染モルモット 各株3世に対し ｢ツ｣庚厳を実施したo一その結果､●
全身反厳として性各モルモツナ共に何 ら認めらる'べきものなく､ 局所発赤の張綿を比較観察するに､

それは個体によって異るもので､ 菌型乃至菌株との間に何ら特異的な関連性を認めることは出来なか

ったo'反厳の性質及び時間的関係に於ても同様であったO 上充棟と青山B棟感染モルモツーには､-
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股に何れの ｢ツ｣にも強 く反臆 したO 脚 して戎株の rツ｣に強 く叉は弱 く康勝する個体は､同時に他

株の ｢ツ｣に対しても同様な態度を示 した.BCGの如き弱毒株感染モルモ ットに於ても､各株 ｢ツ｣

転対 して他株感染モルモッ トと大差な く反感するのみならず､ 却って張 く庚膝する場合 もあ り､逆に

人型菌感染モルモッ トに於てBCG ｢ツ｣に比較的強 く反歴するもの もあった｡ (表示略)

同一モルモツ下に対 し (途中難死せるものを除 く)､ 感染45日後と120日後に ｢ツ｣反感を実施せる

結果 も､上述の関係には変 りはなかった｡

3 線括並に考操

.各種濃度bF株､牛一号株及びBCG｢ツ｣が､F株感染モルモツtに対 しても､叉 BCG感染モルモ

ッ トに対 しても略同様な反磨態度を量するといふ予備実験の成靖は､ 班に部分的にせ よ ｢ツJ庚歴のJ■

菌型菌株による特異性の存在 を否定する｡
1)

実験僕件の一定せる場合に於ても､｢ッ｣に対する感受性は動物の個体によって差異があることは､

冒頭に於て言及したところであるが､本実験の成績 も又慮 りである｡ 況 して､各種俵件の不定なる人

体実験の成績を以って､菌株及園型特異性を論 じ､栗にそれによって､白菰感染 とBCG感染の鑑別宏

行はんとする事は侍憤重な検討を必要とするのではなか らうか｡
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